（都市計画総局　川原田　質問）

５．公共交通のないまちでの今後のまちづくりについて

　垂水区の塩屋地区など、神戸には、まだまだ、公共交通の利用できないエリアが多数ある。特に塩屋地区では、消防車等の緊急車両も入りにくく、防災面でも問題が多いと考えられる。今後、こうしたエリアのまちづくりを進めるにあたって、将来的な街づくりの展望、また、NPO等の活用も検討していくべきと考えるがどうか。
（神戸市　回答）

　神戸市では「地域にまちづくりの課題があり、まちづくりが必要と思われる地区」を対象に、地域課題の説明の段階から地元に入り、住民とともに課題を検討し、解決を図る「今後の神戸の都市づくり」に取り組んでいる。

　具体的な取り組みとしては、平成12年8月の「都市計画ミニニュース」（川原田注；都市計画についての神戸市の計画を地図に記入して全紙の新聞折込広告で神戸市が広報したもの）でお知らせした“今後のまちづくりの課題”などについて、塩屋地区など約30地区に出向き、地域の方々と地域の将来的なまちづくりを展望し“ルールづくり”や“ものづくり”により、防災面を含めたまちづくりの課題解決策を一緒に話し合い、検討している。
　特に、塩屋地区については「幹線道路が未整備」、駅前では「駅周辺の基盤施設が未整備」、区画道路については「幅員の狭い道路が多い」などのまちづくりの課題がある地域であり、防災性向上のため、まちづくりは必要であると考えている。

　当地区では、平成12年の都市計画ミニニュース配布後、「塩屋協議会」「塩屋地区連絡協議会」「塩屋、町おこしの会」「塩屋ふれあいのまちづくり協議会」の各団体との話し合いを実施してきており、平成14年度には、これら4団体に「塩屋婦人会」を加えた計5団体のメンバーが一同に会して、市と協働で、まちづくりを検討する『塩屋まちづくり勉強会』がスタートした。神戸市はまちづくりをアドバイスする専門家を派遣するとともに、初動期のまちづくり助成を行い、この勉強会を支援している。

　“勉強会”は毎月開催され、まちづくりニュースを発行するとともに、地域の生の声を聞くための「提案箱」を各所に設置している。また、平成15年10月には地区住民全員を対象としたアンケートを実施し、回収中である。さらに、11月にはまちづくりの課題を再発見するための“まちあるき”も実施した。
　このように塩屋地区全体でまちづくりに取り組む気運が高まりつつあり、今後、緊急車両やバス等が入りにくいといった防災面の課題も含め、安全･安心なまちづくりの推進のために、引き続き、地域と協働でまちづくりを検討するとともに、支援を継続し、積極的に応援していきたい。
　神戸市では，板宿地区における土地区画整理事業着手の段階で、住民協議会が設立されたのを皮切りに、協議会方式による住民参加が始まった。

　その後、自分たちのまちの将来像を考え、主体的に活動する住民組織が各所で生まれ、そして、大震災を契機に多くのまちづくり協議会が生まれ、現在、107団体が市内各地で活動している。

　今後、地域でまちづくりＮＰＯが設立された場合、そのＮＰＯの目的、組織、活動状況等を勉強させていただき、その関わり方について検討したいと考えている。
川原田注；この質問は、本当は、ずばり「塩屋地区にバス路線、またはコミュニティバスの路線の検討ができないか。困難な場合は、NPO等の設立支援や募集などができないか？」という質問をしたかったのですが、バスの話になると、交通局となり、前回の市会で決算委員会が終了しているため質問ができないため、こういったトーンに変更して質問しました。

　まちづくりの話し合いは頻繁に行われているようです。塩屋地区でのアンケートの結果等、今後、注意していきたいと思っています。

